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べて，冷却の時間スケールが長いため，粘性の低い状態で衝突するためである。したがって，Miura et al. （2008）
－ 223 －
で考えられていたような，分裂直後の分裂片同士の衝突では，複合コンドリュールの形成は難しいことがわ
かった。一方，異なる分裂現象（複数回の分裂現象）による分裂片同士の衝突によって形成されるというシ
ナリオでは，分裂片が十分に冷却されてから衝突するため，有力なモデルとなることがわかった。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　複合コンドリュールの形成過程については，これまで理論的な説明はなされていなかったが，本論文では
2 つのフォルステライト液滴の衝突を様々なパラメータのもとで，3 次元流体シミュレーションし，複合コ
ンドリュール形成のための衝突条件を定量的に調べることにより，複数回の分裂現象による分裂片同士の衝
突によって形成される複合コンドリュールが，実験を説明することの出来る有望なモデルとなることを明ら
かにした。本論文は，複合コンドリュール形成の理論的モデルを初めて提唱したものであり，その学術的価
値は高く評価される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
